
シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K01 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

コミュニケーション活動Ⅰ 実技・演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

１ 通年 必修 60 2 仙波 久実 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

球技大会やハイキング、各種展示会の見学、その他行事など、通常の教科の学習を越えた範囲のさまざまな

学習活動を行う。 始業式や終業式なども本科目で実施する。校外での集団行動も多く、チームワークなど教

室の授業では得られない学習効果が期待でき、協調性を身に付ける事ができる。 

授 業 の 概 要 

学校行事（入学式等の式典・ハイキング等）や工場見学・展示会見学等を行う。 

成 績 評 価 の 方 法 

認定科目のため、出欠状況で評価する。欠席しないことが大事である。 

 
 

学習意欲 100% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

なし 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.入学式 

2.イベント 

3.ハイキング 

4.見学会 

5.始業式・終業式 

6.防災訓練 

7.見学会 

8.スポーツフェスティバル 

 

 

 

 

 

 

 

時間数 
4 
8 
8 
8 

12 
4 
8 
8 

 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K02 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

コミュニケーション活動Ⅱ 実技・演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 通年 必修 90 3 仙波 久実 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

始業式・終業式・卒業式など各種行事、および球技大会やハイキングなどの体育活動のほか、学外にお

ける設計関連の大規模展示会の見学が実施される。求人企業を招いて学内で開かれる企業説明会も本科

目で実施する。さらに修学旅行では周囲に配慮しながら集団行動することを学び、社会人としての行動

ができるようになる。 
授 業 の 概 要 

学校行事（入学式等の式典・ハイキング等に加え修学旅行）や工場見学・展示会見学等を行う。 

成 績 評 価 の 方 法 

出席・参加の状況にて成績を付ける。欠席しないことが大事である。 

 
 

学習意欲 100% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

なし 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.始業式・終業式 

2.イベント 

3.イベント 

4.見学会 

5.防災訓練 

6.見学会 

7.スポーツフェスティバル 

8.修学旅行 

9.卒業式等 

 

 

 

 

 

時間数 
8 
6 

12 
8 
4 
8 
8 

32 
4 

  

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K03 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

キャリアデザイン 講義・演習 全科共通 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

 通年 必須 24 １ 人材サポート 長﨑一朗 
富田美穂子 近田麻衣子 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

「なぜ人は働くのか」通常、「経済的理由・社会的理由・個人的理由」と言われるが、どれに重きを置くかは、それぞれの

価値観と置かれた環境に大きく影響される。この授業は、現実の社会、企業が求める人材、雇用情勢の把握と、その中で

の自分のあり方についての理解（自己分析） を深め、そこから進路選択につながるキャリア形成プランニングを体系化し

ていく。さらに早い 時期から就職活動への意識を高め、その実践的ノウハウを習得する。変化していく雇用環境に対応で

きる自立人間と自律人材になることを目標とし、その礎となる授業である。 
授 業 の 概 要 

キャリアデザインの考え方を理解し、社会に通用する人材になるための指標を持つ。時間の意識・挨拶等マナーの理解と実

践・スピーチ力トレーニング・ディスカション等によりＥＱコミュ ニケーション力の強化も図る。就職環境・業種・職種・

企業の理解促進。自己分析のワークシー ト（課題）と履歴書（課題）を作成し、今後の就職活動にも連動していく。 

成 績 評 価 の 方 法 

出席日数・キャリアデザイン自己分析ワークシート記入内容・履歴書記入内容・レポー

トの結果 や取組み状況に基づき、成績評価を行う。ワークシートへは詳細に記入する

ことを心掛けてください。 

課  題 
学習意欲 

80% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

「就活のコツ／静岡新聞社」 
授業に関するテキスト以外の資料は、授業の中で適時プリントを配布します 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 時間数  時間数 
1 ➀就職できる力／ワーク➀天職探索 

2 ➁夢を描く／ワーク➁10年後のありたい自分 

ワーク➂学生生活経歴書 

3 ➂業種・職種の理解／ワーク➃成功体験 

4 ➃何ができる何がしたい ⑭ステップアップ 

／ワーク➄失敗体験 

5 ➄自分を知る自己分析／ワーク➅自己ワークシート 

6 ➅➆求人票・求人情報／ワーク➆他己ワークシート 

7 ➇職場訪問／ワーク➇仕事探索 

ワーク➈未来予想 ワーク➉未来スケジュール 

8 ⑲インターンシップ 

／ワーク⑪就職条件⑫インターンシップワーク 

9 ➈履歴書 ／ワーク⑮履歴書※「学校指定」履歴書 

2 
2 
 

2 
2 
 

2 
2 
2 
 

2 
 

2 

10 ➉エントリーシート ⑰自己PR動画 

／ワーク⑬エントリーシート ワーク⑭自己ＰＲ 

11 ⑬面接の受け方  

⑮集団・グループディスカション 

⑯オンライン面接 

／ワーク⑯面接対策 ワーク⑰面接質問 

※「学校指定」履歴書提出 

12 ⑪添え状  

⑫電話のかけ方  

  ⑱筆記試験 

  ／ワーク⑱封筒・添え状・お礼ワーク 

13  キャリアデザイン論総括  

14 就職ゼミ 

 

2 
 

2 
 
 
 
 

2 
 
 
 

2 
4 

 その他  関連科目 

企業が求める常識力、規律意識、ビジネスマナーを 
授業でも心掛けてください。 

 

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K04 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

プレゼンテーションⅠ 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 1 松川 麻美 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

PowerPointを使ったプレゼンテーション資料の作成方法や、発表本番までの流れと準備について習得

していきます。最後に模擬発表が行えるようにします。 
 

授 業 の 概 要 

スライド作成、アニメーションや画面切り替えの設定から、マスタを利用したレイアウト編集、配布資

料について学習し、プレゼンテーションのストーリーや表現力についても習得していきます。 
 

成 績 評 価 の 方 法 

課題、出席状況、授業態度を勘案し総合評価する 
 

発表内容 
課  題 
学習意欲 

40% 
40% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

30時間でマスター プレゼンテーション＋PowerPoint2016 （実教出版） 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.プレゼンテーションの概要 

2.PowerPointを使用した資料の作成 

3.プレゼンテーション資料をブラッシュア

ップ 

4.グラフや図形の挿入 

5.アニメーション・リハーサル・プレゼンテ

ーション本番での操作 

6.表現力をつける 

7.視覚資料の準備とリハーサル 

8.課題制作・発表 

 

 

 

 

 

時間数 
2 
2 
4 
 

4 
2 
 

2 
2 

12 
 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K05 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

プレゼンテーションⅡ 演習 CADデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 30 1 猿川 雄一 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

グループワークによる製作物の企画・設計を通じて、機械の動く仕組み・機械要素・力学を総合的に学

び、成果物のプレゼンテーションを行う。グループワークによる企画・設計・発表を行う事ができるよ

うになる。 
 
授 業 の 概 要 

仕事上の提案書や設計仕様書を、プレゼンテーションソフトを利用し、わかりやすく相手に伝える方法

を学習する。発表する題材として、グループワークによる製作物の企画・設計を行う。 

成 績 評 価 の 方 法 

課題、出席状況、授業態度を勘案し総合評価する。 発表内容 
発表態度 
学習意欲 

60% 
30% 
10% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

なし 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.機械について 

1-1.動く仕組み 

1-2.機械要素 

1-3.力学 

2.機械設計について 

2-1.企画・構想・詳細設計 

2-2.図面や部品表の書き方 

3.ロボット企画・設計 

4.成果物まとめ 

5.発表会 

 

 

 

 

時間数 
 
2 
2 
2 
 
4 
4 
8 
6 
2 
 
 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K06 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

コンピュータ基礎 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 1 仙波 久実 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

CAD利用技術者試験（２次元）2級の合格を目標とし、コンピュータに関連する分野（ハードウエ

ア・ソフトウエア・ネットワーク等）を勉強し、合格できるようになる。 
 

授 業 の 概 要 

コンピュータに関する下記の分野を勉強します。 
・コンピュータのハードウェア、ソフトウェアに関する技術及び知識 
・ネットワークおよびセキュリティに関する技術及び知識 
 
成 績 評 価 の 方 法 

単元ごとの確認試験、期末試験の成績に加え、CAD 利用技術者試験 2 級の結果を

考慮し、学習威容を加算して、総合評価を行います。 
期末試験 
学習意欲 

90% 
10% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

CAD利用技術者試験２次元2級・基礎 公式ガイドブック 
 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.CADシステムとハードウェア 

2.CADシステムとソフトウェア 

3.ネットワークの知識 

4.情報セキュリティと知的財産 

5.コンピュータの操作 

6.OSの基本操作 

7.期末試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間数 
6 
6 
5 
5 
3 
3 
2 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

 ＣＡＤ資格対策 

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K07 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

コンピュータ概論 講義 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 60 4 山田 隆博 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

パソコンの設定・ネットワーク等の設定等を通じ、ＯＳや基本的なソフト（ワープロ・表計算）の操作

方法・知識等を習得する。 

授 業 の 概 要 

パソコンの設定、ネットワーク等の設定等を通じ、パソコンの基本操作、OSや基本的なソフト（インタ

ーネット・ワープロ・表計算ソフト等）の操作方法・知識を習得する。 

成 績 評 価 の 方 法 

各単元での課題の評価、パソコン設定等に関する試験、ワープロ・表計算検定結果、

学習意欲（出欠席状況・学習意欲）を総合評価したうえで決定する。 

 

期末試験 
課  題 
学習意欲 

20% 
60% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

ＣＡＤ利用技術者試験２級公式ガイドブック 

３０時間でマスターＯｆｆｉｃｅ 

 
授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 
1.パソコンの設定 

2.パソコン基本操作 

3.ワープロソフトの使い方 

4.表計算ソフトの使い方 

5.ハード・ソフト・ネットワーク 

6.ワープロ検定対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間数 
8 
8 

12 
12 
8 

12 
 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K08 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

製図基礎 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 必修 60 2 本間 道夫 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

ＣＡＤとは、様々な設計対象となる物体を、紙上でペンと定規類を使って設計・製図を行うものを、コ

ンピュータを使って製図するツールである。その基礎となる製図の仕方や、製図に用いる各種記号・表

記方法などを、ＪＩＳ規格に則り、製図板を用い、紙上で実際に描く基礎知識を習得する。 

授 業 の 概 要 

図面の見方・書き方を、簡易製図板を使い学習していく。各単元では、簡単な課題をやりながら知識を

整理していき、最終的に機械要素の課題を行う。 

成 績 評 価 の 方 法 

成績は課題の提出によって行い、完成度が低い課題は、再提出を義務付ける。成績

は、提出された課題を教員が、内容、工夫、完成度などを加味し成績をつける。 

期末試験 
課  題 
学習意欲 

40% 
40% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

ＣＡＤ利用技術者試験２級公式ガイドブック 
最新機械製図 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.機械製図一般 

2.製図の原理と表現方法 

3.製図における図形の表現方法 

4.立体的な図示法 

5.寸法記入と交差 

6.機械要素の製図 

7.課題作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間数 
8 
8 
8 
8 
8 
8 

12 
 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 ＣＡＤ基礎 

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K09 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

設計方法 講義 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 60 4 仙波 久実 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

機械設計を行うための基礎的な考え方と機械各部に使用する要素の種類・特徴・設計法を習得する。Ｃ

ＡＤシステムの基礎から製図まで機械設計者としての基本知識を学習する。ＣＡＤ試験 2 級・3 次元Ｃ

ＡＤ試験2級・準1級に合格するようになる。 

授 業 の 概 要 

ＣＡＤシステムや製図の知識はもとより、形状認識能力・図面からのモデリング能力を課題等で高める

ため、単元ごとに課題を設ける。 

成 績 評 価 の 方 法 

課題の評価点・資格取得状況・授業態度により総合評価する。 資格試験 
課  題 
学習意欲 

40% 
40% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

ＣＡＤ利用技術者試験2級、3次元ＣＡＤ利用技術者試験公式ガイドブック 
機械製図入門 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.CADシステム 

2.製図 

3.形状認識（図面からモデリング等） 

4.機械要素のモデリング 

5.課題作成 

6.資格過去問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間数 
8 
8 
8 
8 
8 
20 

 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K10 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

ＣＡＤ基礎 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 必修 180 6 
仙波 久実・山田 隆博 

早川 喜章 
授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

本講座は、3DCADソフトの「SolidWorks」の操作方法を重点に学習する。各種モデリング技法・部品の

組み立てであるアセンブリ・図面作成等ができるようにする。各自CAD作品を作成し、プレゼンボード

を完成させることができるようになる。 

授 業 の 概 要 

スケッチの基本操作（2 次元）・3 次元モデルの作成・アセンブリモデルの作成・2 次元製図と図面の作

成等を通し、3次元CADの一連の流れを習得し、作品（部品点数20点以上）を完成させる。 

成 績 評 価 の 方 法 

課題・作品・授業態度に対し評価する。 作  品 
課  題 
学習意欲 

20% 
70% 
10% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

SolidWorksによる3次元CAD 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.SolidWorksでできること 

2.SolidWorksとは 

3.スケッチの基本操作 

4.3次元モデルの作成 

5.アセンブリモデルの作成 

6.サーフェスを使ったモデルの作成 

7.2次元製図と図面の作成 

8.Toolboxの使用とｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

9.作品作成 

 

 

 

 

 

 

時間数

10 
10 
20 
20 
20 
10 
20 
20 
50 

 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K11 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

ＣＡＤ応用 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 通年 必修 180 6 本間 道夫・山田 隆博 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

1 年次に CAD ソフト「SolidWroks」を利用し、簡単な形状の部品作成と各種部品の組み立て方を学習

した。2年次には、バネ・歯車などの複雑な形状の部品とその部品同士の組み立て、可動部分の動作シミ

ュレーション、完成した製品の 2 次元図面化、設計変更の対応、作成部品の管理方法など、CAD を使っ

た設計作業の総合的な工程を学習する。結果としてCAD試験の1級が合格できるようになる。 

授 業 の 概 要 

機械製図の知識（製図・材料・交差・表面性状・加工方法・機械要素）や機械製図（機構部品の作図・

立体からの作図等）、また、組立図の作成・図面からのモデリング能力等、総合的な設計能力を養う。 

成 績 評 価 の 方 法 

各単元の課題・資格取得状況・授業態度にて評価する。 期末試験 
 

学習意欲 

80% 
 

20% 
使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

CAD利用技術者試験1級公式ガイドブック 
3次元CAD利用技術者試験公式ガイドブック 
 
授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.製図・材料・加工方法 

2.交差・表面性状・機械要素 

3.機構部品の作図 

4.立体からの作図 

5.組立図の作図 

6.図面からのモデリング 

7.練習問題 

8.1級過去問題 

 

 

 

 

 

時間数

20 
20 
20 
20 
20 
20 
20 
40 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K12 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

ＣＡＤ資格対策Ⅰ 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 必修 120 4 澤井 雅人・仙波 久実 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

CAD利用技術者試験2級、または3次元CAD利用技術者試験2級・準1級の対策授業である。CADソフト

の操作コマンドによる2次元や3次元の図形の描き方、三面図による立体の形状理解、三平方の定理な

どによる基本的な図形知識などを学習し、合格を目指す。 

授 業 の 概 要 

ＣＡＤ利用技術者試験 2級（ハード・ソフト・ネットワーク・CADシステム・製図）や 3次元 CAD利用

技術者試験2級（概念・モデリング手法・周辺知識・データの活用）準1級（リテラシー・形状認識・

モデリング）の対策を行う。 

成 績 評 価 の 方 法 

課題（問題）提出状況・資格取得状況・授業態度で評価する。 資格取得 
課  題 
学習意欲 

40% 
40% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

3次元CAD利用技術者試験 公式ガイドブック 
CAD利用技術者試験 基礎・２級 公式ガイドブック 
 
授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.CADシステムの知識と利用 

2. CADシステムのプラットホーム 

3.情報セキュリティと知的財産 

4. CADシステムの関連知識 

5.製図の知識 

6. CAD試験2級過去問題 

7.3次元 CADの概念 

8.3次元 CADの機能と実用的モデリング手法 

9.3次元 CADデータの管理と周辺機器 

10.3次元 CADデータの活用 

11.3次元 CAD過去問題 

 

時間数 
8 
8 
8 
8 
8 

20 
8 
8 
8 
8 

28 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K13 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

ＣＡＤ資格対策Ⅱ 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 通年 必修 120 4 澤井 雅人・仙波 久実 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

CAD利用技術者試験1級、3次元CAD利用技術者試験1級の対策授業である。各1級の合格を目指す。 

授 業 の 概 要 

CAD利用技術者試験1級（機械製図・機構部品の作図・機械要素の作図・投影図からの作図）、3次元CA

D 利用技術者試験 1 級（リテラシー・形状認識に加え部品の組立・機械要素のモデリング）の対策を行

う。 

成 績 評 価 の 方 法 

授業態度および資格取得状況・課題提出状況で評価する。 資格取得 
課  題 
学習意欲 

40% 
40% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

3次元CAD利用技術者試験公式ガイドブック 
CAD利用技術者試験1級機械公式ガイドブック 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.CADリテラシー問題 

2.空間把握能力問題 

3.部品組立能力問題 

4.2次元図面からの作図能力問題 

5.機械製図 

6.機構部品の作図 

7.機械要素の作図 

8.投影図からの作図 

9.練習問題 

10.過去問題 

 

 

 

 

 

時間数

10 
10 
10 
10 
10 
10 
10 
10 
20 
20 

 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K14 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

商品デザイン 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 90 3 本間 道夫・山田 隆博 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

機械部品・日用品・玩具等のデザインを中心とし、いろいろな分野のデザインを学習する。 

既存商品の改造を行えるようにする。 

授 業 の 概 要 

身の回りにある製品を観察し、新たな製品を企画する。デザイン性・機能等を考慮し、既存製品の改良

を行う。商品開発の流れを一通り体験することにより、技術者としての考え方・知識を身に付ける。 

成 績 評 価 の 方 法 

課題（作品）の提出物・授業態度で評価する。 
課  題 

 
100% 

 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

配布プリント等 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.組立と分解の関係 

2.分解の仕組み 

3.デザインのプロセス 

4.デザインアプローチ 

5.商品企画 

6.商品設計 

7.課題作成まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間数 
8 
8 
8 
8 

18 
20 
20 

 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K15 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

デッサン 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 60 2 猿川 雄一 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

ユーザや依頼者と商談をする際、簡単なデッサンをして話をすると効率が良い。本講座では、商品等を

説明する際に分かりやすく具体化する手法として基本的なデッサンの方法、身近な物や図形をフリーハ

ンドで効果的に立体に見せるデッサンの技術を習得し、フリーハンドでの描写ができるようになる。 

 

授 業 の 概 要 

商品をわかりやすく説明するための手法として、身近な物や図形をフリーハンドで素早く、効果的にデ

ッサンする技術を習得する。 

成 績 評 価 の 方 法 

課題の提出物・授業態度で評価する。 
課  題 
学習意欲 

80% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

なし 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.鉛筆の削り方・5段階による調子 

2.基本の形と調子・「紙コップ」 

3.補助線で形を整える「幾何形体」 

4.タッチと調子を整える・質感の表現「ガラ

スコップ・スプーン」 

5.タッチと調子を整える・質感の表現「トイ

レットペーパー」 

6.形を整える５つの補助線「静物」 

7.パース線の実践「立体図」 

8.補助線で回転隊を描く「ビン」 

9.補助線で花を描く 

10.補助線で手を描く 

11.デザイングループワーク 

 

時間数 
4 
4 
4 
4 
 

4 
 

4 
4 
4 
4 
4 

20 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K16 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

デザインＣＡＤⅠ 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 60 2 仙波 久実 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

3次元CADなどを使って造形を行い、いろいろな製品の構造の理解が出来るようにする。具体的には、3

次元のデータ構造、構成、表示技術などを理解し、各種の立体造形物を想像しながら制作する。3 次元

CAD作業が中心となりモノ作りの楽しさと造形の基本を体験学習する。 

授 業 の 概 要 
3 次元形状が中心となるが、立体造形物の基本形状をしっかりと確認し基礎知識を習得し、形状認識能

力を高める。また、2次元図面からのモデリング能力の向上に努める。 

成 績 評 価 の 方 法 

課題の提出物・授業態度で評価する。 
課  題 
学習意欲 

80% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

3次元CAD利用技術者試験 公式ガイドブック 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.3次元CADによる設計 

2.モデリング機能 

3.アセンブリ 

4.2次元図面の読み書き 

5.2次元図面からのモデリング 

6.練習問題 

7.課題作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間数 
8 
8 
8 
8 
8 

10 
10 

 
 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K17 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

デザインＣＡＤⅡ 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 60 2 山田 隆博 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

デザイン CADⅠでの経験を生かし、より現実的な商品の企画・設計ができるよう 3次元 CAD設計者とし

ての意識を高める。具体的には3次元CAD試験１級レベルの技能を身に着け、合格できるようになる。 

授 業 の 概 要 
3 次元形状が中心となるが、立体造形物の基本形状をしっかりと確認し基礎知識を習得し、形状認識能

力を高める。また、2次元図面からのモデリング能力の向上に努める。また、パーツモデルの組み立てを

行い、干渉・動作チェック等も行う。 

成 績 評 価 の 方 法 

課題の提出物・授業態度で評価する。 
課  題 
学習意欲 

80% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

3次元CAD利用技術者試験 公式ガイドブック 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.文章からのモデリング 

2.2次元図面からのモデリング機能 

3.組立（アセンブリ） 

4.機械要素のモデリング 

5.練習問題 

6.課題作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間数 
8 
8 
8 
8 
8 

20 
 
 
 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K18 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

デザイン演習 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 30 1 猿川 雄一 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

1年生で学習した内容に沿って、アイデアコンテストを実施し、アイデアをまとめ発表を行う。 

 

授 業 の 概 要 

コンテストを実施し、アイデアのまとめ、モデリングを学習する。具体的には 3DCADにてアイデアの形

をモデリングし検証する。パネルとしてまとめ、パワーポイントを用いて発表を行う。 

 

成 績 評 価 の 方 法 

課題（作品）の提出物・授業態度で評価する。 
課  題 
学習意欲 

80% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

なし 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.アイデア内容について調査 

2.アイデア内容についてのグループディス

カッション 

3.作品作成 

4.３ＤＣＡＤにて試作品作成・検証 

5.改良 

6.作品まとめ・発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間数

2 
4 
8 
8 
2 
4 
2 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード P-K19 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

商品企画 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 30 2 仙波 久実 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

リンク機構・カム機構等の仕組みを理解し、製品の改良のアイデアとし、3次元形状より、2次元図面

を作成する。 

授 業 の 概 要 

既存する製品に対し、改良・改善を加えて再設計を行い、ＱＣＤ（品質・コスト・納期）を向上させる

技術を習得する。 

成 績 評 価 の 方 法 

課題の提出物・学習意欲で総合評価する。 
課  題 
学習意欲 

80% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

2次元CAD利用技術者試験1級機械公式ガイドブック 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.リンク機構 

2.カム機構 

3.投影図からの作図 

4.立体図からの作図 

5.課題作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間数 
4 
4 
6 
6 

10 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K20 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

色彩設計 講義 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 通年 必修 60 4 小長谷 由紀子・加藤 友規 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

色彩検定3級相当の、「色」の表し方などの基礎知識、色の心理的効果、配色の基本的な考え方を説明

できる。 
3DCGソフトを使用し、プレゼンテーション用のレンダリング画像・アニメーションが作成できる。 

授 業 の 概 要 

色彩検定3級テキストに沿いその色の性質を知り、配色カードを使いながら効果的な配色法を習得する。 
3DCGソフト｢Blender｣を使用し、CADデータの取り込み方法、質感やライト、カメラ、アニメーシ

ョンの設定を学び、アニメーションを制作する。 

成 績 評 価 の 方 法 

前期は期末テスト、各単元で実施した小テスト・課題提出等の総合評価とする。 

後期は課題提出（各単元で実施した小テストや課題提出も含む）の総合評価とする。 

※忘れ物は減点対象とする。 

期末テスト 
課題提出 

100% 
100% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

・テキスト『AFT色彩検定公式テキスト3級編』 ・配色カード  

・のり ・はさみ 

・テキスト『無料ではじめるBlender CGアニメーションテクニック』 
・ソフトウェア『Blender』 
授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.色のはたらき 

2.光と色 

3.色の表示  

4.色彩心理  

5.色彩調和 

6.色彩効果 

7.色彩と生活 

8.ファッション 

9.インテリア 

 

 

 

時間数

4 
4 
4 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
 

    

 
Blenderの概要説明・インストール 
Blenderの基本操作 
CADデータの取り込み 
質感の仕組みと設定 
ライトの仕組みと設定 
カメラの仕組みと設定 
アニメーションの仕組みと設定 
アニメーション製作 

時間数 
2 
2 
2 
3 
3 
3 
3 
12 

 その他  関連科目 

なし なし 

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K21 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

品質データ管理 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 必修 60 2 松川 麻美・仙波 久実 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

技術者として必要なワープロ・表計算の知識を学習し、技術者としてのレポート・報告書を的確にまと

める基礎知識を習得する。表計算検定3級、ワープロ検定3級の合格ができるようになる。

SolidworksMotion機能を用いて、得られたデータをExcelにて計算処理ができるようになる。 

授 業 の 概 要 

ワープロ・表計算ソフトの機能を習得し、例えば、不良の分析・報告（ライン毎、製品別）等ができる

ようにする。資格取得者はより上位の資格取得を目指す。 

 

成 績 評 価 の 方 法 

表計算検定3級・ワープロ検定3級の合格が目標であり、その結果にて、成績評価

を行う。また、学習意欲についても考慮する。 

 

資格取得 
学習意欲 

80% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

表計算 3級テキスト・問題集 

ワープロ 3級テキスト・問題集 

 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.ワープロの基本 

2.文字入力・編集 

3.文章作成・印刷 

4.ワープロ３級問題 

5.表計算の基本 

6.判断文・構成比率の計算 

7.端数処理関数・順位付け 

8.多重判断文・並べ替え 

9.表計算３級問題 

10.SWアニメーションの基礎 

11.SWMotionの基礎 

12.機械工学の基礎 

13.グループワーク 課題制作 

14.発表 

時間数 
2 
2 
2 
2 
6 
2 
4 
4 
6 
6 
6 
6 

10 
2 

 
 
 
 
 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K22 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

素材特性 講義 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 2 山田 隆博 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

プラスチック材料の種類・特性・使用例を学習し、身近に使われている製品（車・日用品等）の理由・

特徴が理解できるようになる。 

授 業 の 概 要 

鉄・アルミ・ステンレス・ABS樹脂・ナイロン等の製品の基礎となる素材について性質・強度・耐熱等の

特性を学習する。 

成 績 評 価 の 方 法 

期末試験結果・課題の評価点・学習意欲によって決定する。 期末試験 
課  題 
学習意欲 

50% 
30% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

トコトンやさしいプラスチック材料の本 
 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.プラスチック材料の基礎 

2.熱可塑性プラスチック 

3.熱硬化性プラスチック 

4.汎用プラ・スーパープラ 

5.プラスチックの成形加工法 

6.使用事例 

7.環境・安全問題 

8.課題 

 

 

 

 

 

 

 

時間数 
2 
4 
4 
4 
4 
4 
2 
6 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K23 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

材料力学 講義 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 必修 60 4 日名地 輝彦 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

材料力学は機械工学の分野の基礎的な科目である。応力とひずみ、引張と圧縮、はりの曲げ等簡単な考

え方・計算方法を理解できるようになる。 

授 業 の 概 要 

引張、圧縮、曲げなどの荷重により、材料がどんな力を受け、どう変形するのか、またその力を安全に

受けるためにはどのような寸法や形状にしたらよいかを学習する。公式を使った計算問題を解く練習が

主体となる。 

 
成 績 評 価 の 方 法 

演習課題の評価点、期末試験の結果、学習意欲等によって総合評価を行う。 期末試験 
演習課題 
学習意欲 

40% 
40% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

絵ときでわかる材料力学 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.力とモーメント 

2.内力と外力/応力とひずみ 

3.引張試験 

4.応力―ひずみ曲線 

5.引張応力と圧縮応力 

6.許容応力と安全率 

7.強度計算に基づく設計演習 

8.熱応力、応力集中 

9.はりの曲げ 

10.はりの断面特性と曲げ応力 

11.強度計算に基づくはりの設計演習 

12.強度シミュレーションと機械設計 

 

 

時間数

6 
6 
4 
4 
4 
6 
6 
4 
4 
6 
6 
4 
 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 構造解析 

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K24 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

工作機械 講義 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 2 日名地 輝彦 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

加工法について・加工の種類・旋盤加工・フライス加工・ボール盤等の基礎知識を理解し、加工法を考

慮して描かれた図面の意図を理解できるようにする。 

 

授 業 の 概 要 

旋盤、フライス盤、歯切り盤、マシニングセンタなどの加工機械の種類・用途・特徴や使用される工具

などについて学習する。 

成 績 評 価 の 方 法 

演習課題の評価点、期末試験の結果、学習意欲等によって総合評価を行う。 期末試験 
演習課題 
学習意欲 

40% 
40% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

機械加工の知識がやさしくわかる本 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.加工知識の全体像 

2.旋盤加工 

3.フライス加工 

4.ボール盤による穴あけ加工 

5.研削加工 

6.成形加工 

7.溶接 

8.熱処理・表面処理 

9.測定器 

 

 

 

 

 

 

時間数

4 
4 
4 
2 
2 
4 
4 
4 
2 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 製図基礎 

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K25 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

ＮＣプログラミング 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 60 2 竹内 一博 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

切削加工などを自動化するために数値制御機械の加工手順やプログラミングができるようになる。 

授 業 の 概 要 

プログラムの基本知識（Ｇ機能・Ｍ機能等）やＮＣ旋盤・ＮＣフライス盤の基本的なプログラムを、シ

ミュレーターを利用して疑似体験を行い、操作方法を習得する。 

 

成 績 評 価 の 方 法 

演習課題の評価点、期末試験の結果、学習意欲等によって総合評価を行う。 期末試験 
演習課題 
学習意欲 

50% 
40% 
10% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

ＮＣ加工 プログラミングと活用技術 
 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.ＮＣ工作機械 

2.フライス盤プログラム例 Ｇ機能、Ｍ機能 

3.フライス基本演習 

4.工具径補正 

5.フライス総合演習 

6.旋盤プログラム例、Ｇ機能、Ｍ機能 

7.旋盤基本演習 

8.固定サイクル 

9.旋盤 総合問題 

10.全体のまとめと演習 

 

 

 

 

 

時間数 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

 工作機械 

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K26 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

構造解析 講義 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 30 2 望月 達也 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

CAE による解析は、機械工学の幅広い領域に対応している。CAE による解析手順(プリプロセッサ、ソ

ルバー、ポストプロセッサ)を説明でき、基本的な解析を実施することができる事を目的とする。 

授 業 の 概 要 

機械工学の基礎である材料力学、工業力学、熱力学、流体力学に関する解析を学ぶ。 

CAEによる解析の流れである、解析条件を定義するプリプロセッサ、連立方程式を解くソルバー、解析

結果を表示するポストプロセッサを学ぶ。 

成 績 評 価 の 方 法 

演習課題を解析したレポート、学習意欲を総合評価する。 
レポート 
学習意欲 

80% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

配布プリント 
 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

１．材料力学（引張・圧縮・せん断）とCAE  

（Keyword；ヤング率、ポアソン比、ミーゼス

応力、主応力等など） 

 

２．材料力学（ねじれ・曲げ）とCAE 

（Keyword；断面(極)二次モーメント、集中荷

重、分布荷重、梁のたわみなど） 

 

３．材料の塑性変形とCAE（非線形解析） 

（Keyword；材料モデル、降伏応力 炭素鋼、

アルミなど） 

 

４．アセンブリの接触面とCAE（非線形解析） 

（Keyword；アセンブリ、接触面、ボルト締結

など） 

時間数 
4 
 
 
 
4 
 
 
 
4 
 
 
 
4 

 
５．熱伝導とCAE（定常解析） 

（Keyword；熱伝導率、熱伝達係数、温度

(ケルビン)など） 

 

６．振動とCAE（固有値解析） 

（Keyword；共振振動数、Hz、振動モード

など） 

 

７．リンク機構とCAE（モーション解析） 

（Keyword；モータ、アクチュエータ、角

速度、角加速度など） 

 

８．射出成形とCAE（樹脂流動解析） 

時間数 
  4 
 
 
 

4 
 
 
 

4 
 
 
 
2 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 材料力学 

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K27 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

金型設計 講義 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 30 2 山田 隆博 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

大量生産の基本となる金型設計は、就職後に必要な知識となる。特に、自動車で扱われる金型について、

設計・加工・検査までの工程を総合的に学習し、理解出来るようになる。 

授 業 の 概 要 

モノつくりの基本である金型について、特に、「三大金型」として、射出成形・プレス・ダイカストの3

つの成型方法と金型の仕組みについての基本的知識を習得する。 

 

成 績 評 価 の 方 法 

演習課題の評価点、期末試験、学習意欲等によって総合評価を行う。 演習課題 
期末試験 
学習意欲 

40% 
40％ 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

トコトンやさしい金型の本 
 

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

 

1.私たちの暮らしと金型 

2.射出成型金型 

3.プレス金型 

4.ダイカスト金型 

5.金型設計 

6.金型の加工 

7.自動車に見る金型成形 

8.金型の「いま」と「これから」 

 

 

 

 

 

 

 

時間数

2 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。  

静岡産業技術専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2023年度 

科目コード P-K28 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 

卒業制作 演習 ＣＡＤデザイン科 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 300 10 山田 隆博・仙波 久実 

授 業 の 目 的 ・ 到 達 目 標 

社会へ出る直前の研究であり、グループで開発・研究を行うことから、各自が、グループ内での役割を

自覚し、スケジュール管理・仕事の進め方等社会人の考え方をもって作業し、開発・研究のを進め方を

理解できるようになる。 

授 業 の 概 要 

2年間の総まとめとして、企業と連携し、共同研究を行う。卒業研究発表・卒業論文の作成を行うことに

より、技術者としての考え方を育成する。 

成 績 評 価 の 方 法 

設計書、作品、研究レポート、研究発表会のプレゼンテーション等を総合的に評価

し採点する。 

成 果 物 
プレゼン 
学習意欲 

40% 
40% 
20% 

使 用 テ キ ス ト ・ 教 材 

なし 

 

 

1.テーマ選定 

2.計画 

3.研究作業 

4.発表レジメ作成 

5.発表準備 

6.論文作成 

7.研究発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間数 
30 
30 

110 
30 
30 
60 
10 
 

 時間数 
 

 その他  関連科目 

  

静岡産業技術専門学校 
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